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小檜山亮介
　 ４ 月 にアメリカ・シンシナティにあるCincinnati Children’s Hospital Medical Center (CCHMC)のHeart 
Instituteで行った 3 週間の実習の報告をさせていただきます。
　まずこのプログラムに応募した理由としては，将来海外への留学を考えた際に学生の間に海外の医療を体
験したいと考えた，また興味のある小児科分野で海外に行ける機会であったということがあげられます。さ
らに昨年の先輩方の実習発表の会に参加したことも大きな要因となりました。各先輩方が自分たちの体験を
話されている姿を見て，私も海外で実習してみたいと強く思いました。そうしてプログラムに申し込み
CCHMCで実習させていただきました。
　実習内容としては， １ 週目は入院病棟のラウンド， 2 週目は外来， 3 週目はエコーラボの見学を行いまし
た。まず １ 週目についてですが，CCHMCの入院病棟ラウンドは １ 日かけてするもので，日本のやり方とは
大きく異なりました。患者の家族の前でドクター，ナースが患者の状態や今後の方針を話し，患者の家族か
らも話を聞き，患者の家族を交えて症例報告するというもので，一人ひとりにかける時間が長く，また普段
から患者の様子を見ている家族の話を聞けることが出来るため，患者の状態の把握にすごく適していると感
じました。 2 週目の外来実習では，実際に患者と会話や聴診などもできました。日本とは違った診察時の空
気や患者との接し方に触れることができ，二国間の医療を比較できる非常に有意義な一週間となりました。
3 週目のエコーラボは，これもまた日本とは大きく違った業務内容で，一日中エコーを見続けるというアメ
リカの分業制医学を経験することができました。今までエコーをこんなにも見る機会はなく，また立体模型
を使って説明していただき非常に良い勉強になりました。外科手術，カテーテル治療なども見学させていた
だき本当に様々なことを体験させていただきました。
　生活・言語面でも日本との違いに苦労しました。治安が良くないというのもあり，外出時にはある程度緊
張感を持って外出する必要がありました。言語は専門用語の勉強は役に立ったものの，スピーキングやリス
ニングに関してもっと勉強する必要があったと反省しています。自分の伝えたいことを伝えられずもどかし
く感じることも多々ありましたが，英語を通じて，他の国の方と交流を取ることができました。寮生活では
積極的に話しかけた結果， ５ カ国ほどの方とコミュニケーションを取ることができ，最終日の夜にお互いの
国のことを語り合えたことは良い思い出となっています。
　 3 週間という短い期間でしたが，このような素晴らしい経験をすることができ，本当に良かったと思いま
す。言語も環境も全く異なる海外の環境に身を置くことによる自分自身の成長を感じるとともに，今後何を
したいのか，何をしなければならないのかを明確にすることができました。
最後になりますが，こうした機会を得て実習することが出来たのは多くの関係者の方々のおかげです。この
場をお借りしてお礼申し上げます。
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実習でお世話になったCCHMC。
シンシナティの街をバックに。（@Carew Tower）
